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目      次 

第１部 

◎ １．宮古地域における牛伝染性リンパ腫の農場清浄化の取り組み 

宮古家畜保健衛生所  庄野 雪菜 * 

  ２．牛サルモネラ症発生農場の清浄化に向けた取組               

八重山家畜保健衛生所 松本 航平 * 

  ３．家畜防疫体制強化のための取り組み 豚熱発生から現在まで 

北部家畜保健衛生所  嶺井 裕子 * 

  ４．中南部地域における特定家畜伝染病発生時の初動防疫体制の確認     

中央家畜保健衛生所  田口 麻奈美 * 

  ５．管内養豚農家における飼養衛生管理基準遵守に向けた指導について     

北部家畜保健衛生所  棚原 晶子 * 

  ６．豚熱発生後のワクチン対応と管内の課題 

中央家畜保健衛生所  青木 雄也 * 

第２部 

  ７．肉用牛農場で発生した Salmonella Stanley による牛サルモネラ症 

八重山家畜保健衛生所 泉 里奈 * 

☆ ８．Moraxella bovoculi が分離された角結膜炎 

中央家畜保健衛生所  木村 恵理子 * 

  ９．牛の慢性誤嚥性肺炎にみられた Splendore-Hoeppli 現象を伴う 

    化膿性肉芽腫の病理組織学的検索 

宮古家畜保健衛生所  川畑 敦 * 

◎１０．非定型豚ペスチウイルスの関与を疑う先天性筋痙攣症 

家畜衛生試験場    友知 久幸 * 

 １１．成山羊のチアミン欠乏による大脳皮質壊死症 

                                        家畜衛生試験場    渡嘉敷 美波  *   

 

第３部 

 １２．宮古地域における共進会への取組み 

                                        宮古家畜保健衛生所  普天間 悠香 *   

〇１３．最南端から最前列へ ～全共鹿児島大会へ向けた取り組み～ 

                                        八重山家畜保健衛生所 佐久川 政風 *   

 １４．家畜人工授精所の適切な運営に向けた取り組み 

                                        北部家畜保健衛生所  光部 柳子 *   

〇１５．豚の抗病性に着目した選抜指標の検討 

                                        畜産研究センター   普照 恭多 *   

 １６．管内における山羊セリ結果と農家の状況 

                                        中央家畜保健衛生所  屋富祖 淳史 *   

《○=優秀演題、◎=第 64 回九州、☆=第 64 回全国家畜保健衛生業績発表会選出演題》 



第４９回沖縄県家畜保健衛生業績発表会 

 

 

開催期日：令和５年２月３日（金） 

 

審 査 員 

 

（順不同） 

１ 沖縄県農林水産部畜産課長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・金城 靖 

                                         （審査委員長） 

 

２ 沖縄総合事務局農林水産部消費･安全課長  ・・・・・・・・・大城 博文 

 

 

３ 農林水産省動物検疫所沖縄支所長  ・・・・・・・・・・・・・・・・鈴木 一弘 

 

４  国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 

   動物衛生研究部門 越境性家畜感染症研究領域 

    疫学・昆虫媒介感染グループ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・田中 省吾 

 

５ 公益社団法人沖縄県獣医師会長  ・・・・・･・・・・・・・・・・・・工藤 俊一 

 

６ 公益財団法人沖縄県畜産振興公社専務理事  ・･･･････・・・仲村 敏 

 

７ 沖縄県農林水産部畜産課家畜防疫対策班主幹 ・・・・・・仲村 真理 

（家畜衛生主任者） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



業績発表内容の分類 

 
 
   第１部 家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生所の企画推進に関する業務。 
 
  第２部 家畜保健衛生所及び家畜衛生試験場における家畜保健衛生に関する 
      試験、研究、調査成績 
 
  第３部 その他、自由課題 
 
 
 

沖縄県家畜保健衛生業績発表会審査要領 
 
 

審査員は、受賞演題選出のため、次の点を勘案して審査する。 
 
１．内容が新しいか。 
 
２．内容が学理的であるか。 
 
３．実験方法に誤りがないか、工夫、努力の度合いはどうか。 
 
４．実際上、役に立つか。 
 
５．時間内に良くまとめられ、発表の仕方（言葉、スライド）の良否はどうか。 

 
 
 

表彰及び九州ブロック家畜保健衛生業績発表会選出要領 
 
 

１． 第１部及び第２部及び第３部についてそれぞれ１題以上、合計５題の優秀演
題を選出し、農林水産部長が表彰する。 

 
２． 九州ブロック家畜保健衛生業績発表会への選出題数は、１で表彰された優秀

演題５題のうち、３題とする。 

  

 
     
  ＊九州ブロック家畜保健衛生業績発表会 
     開催県：大分県 
     日時 ：令和５年６月２１日（水） 
 
 
 


